
古波鮫 唯憲 こはざめ ただのり

■職種：介護福祉士　■入職日：平成 29 年 3 月　■出身地：那覇市

■ご入居の方々へ一言：

入居者の皆様それぞれにあった、安心・安全のケアを提供していきたいと

思っております。どうぞ、宜しくお願い致します。

NEWS & TOPICS

　ご入居の皆様が過ごす場所やお客様をお迎え

するスペースなど、施設内にディスプレイされ

たアーティフィシャルフラワー＊の入れ替えを始

めました。黄色やサーモンピンク、淡い緑色な

ど優しい色をたくさん使ったかわいらしいアレンジや、カサブランカやカラーなど

を使ったゴージャスなアレンジで、いつも見慣れた場所がとても華やかになりまし

た。また、頂き物の白や紫の蘭で施設を飾り、ご入居の皆様も花のある暮らしを満

喫されているようで、ご好評の声をいただきました。

＊室内を飾るインテリアとして、生花の代わりになるものとして開発された、高品質な造花

花のある暮らし

　生活支援部および管理部の職員向けに、「接遇の基本をみなおそ

う」という内容で研修が行われました。講師に海邦病院の看護師長

島田 真紀さんを講師に迎え、接遇の必要性や接遇の 5 原則（挨拶、

表情、態度、身だしなみ、気づき力）など DVD を見ながら再確認

しました。また、ミニテストの実施やグループワークで現場での接

遇の課題を話し合い、接遇を高める目標設定を発表しました。研修に参加した職員から「接遇は相手と自

分と、お互いの為になり、信頼を得て良好な関係を築くことで仕事にもいい影響がある」などの感想があり、

今回学んだことを継続して実践できるようにしたいと思いました。

職員向けの研修会

趣味の卓球では職員相手にスマッシュや得意のバックハンドでラ

リーを楽しみ、また、太極拳教室へ通うなどいつもアクティブに

日々を楽しんでいる入居者Kさん。

そんな K さんが水面に浮かぶサガリバナ＊に憧れて、早数年（！）。念願の西表島サガリバナツアーに参

加されたそうです。苦手な飛行機、そして船を乗り継ぎ、無事に西表島に到着。早朝のまだ真っ暗な中、

初体験のカヌーに乗り、出発。上流に向かうほど、川面に浮かぶサガリバナが増え、水面に敷き詰められ

た光景は幻想的だった様子。サガリバナを満喫された帰り道、スコールに遭うも、大自然での雨に隠れる

場所もなく、カヌーに乗りながらスコールを楽しまれたとの事。また、帰りの石垣島では滝に打たれ、心

も体もスッキリしたと話されていました。今回の旅行は本当に充実した内容だったようで、「大自然から

いい『気』をたくさんもらった！機会を作ってまた行きたい！」と話す姿がとてもイキイキして、顔一面

に満悦らしい笑みを浮かべていました。パワーアップしたKさんの今後の活動を楽しみにしています。

＊サガリバナ：夏の沖縄に咲く、一夜限りの花。カヤックでの鑑賞ツアーが人気。

ポート・ヒロックで暮らす
ご入居の皆様のインタビューや生活のご様子をご紹介します

谷口 浩三 さん

「やっとわが家を手に入れたという気持ちです。」

谷口様はご入居 6 年目。現在、生

活の拠点は台湾。ポート・ヒロック

には年に数回帰ってくる生活。終の

住処としてはもちろん、今はセカン

ドハウス＊としてご利用いただいて

おります。

ご自宅とポート・ヒロックを行き来したり、ご旅行や入院等で居室を留守にする方向けに、不在期間に
応じて、管理費（月払い）が減額になる制度があります。また、留守中はご要望に応じて、居室の換気や清掃、
植物の水やり等、帰宅時に快適に暮らせるようサポートしています。

入居されたきっかけを教えて下さい
貿易商社に勤務していたので海外生活が長く、海外では社宅に住み、

『家』というものがありませんでしたので、かねてより『わが家』

を求めていました。定年後は当時の勤務先であった台湾に残り、生

活する中、友人の紹介でポート・ヒロックを知りました。

沖縄、そして海が好きというのはもちろん、施設の立地、建物、内

装の立派さを気に入りました。また、何よりも気に入ったのは対応

してくれたスタッフの人間味、温かみ、親切さ等のホスピタリティ

に感銘を受けて入居を決意しました。『やっとわが家を手に入れた』

という気持ちです。

今の生活について
台北市内のマンションで一人暮らしをし、日々は趣味のカラオケを

楽しんでいます。近くには日本食屋も多く、食には困りません。日

本には年 4 回帰国し、ポート・ヒロックを通して病院への通院や人

間ドックなど、健康管理を行います。自分で飛行機に乗れる元気な

うちは台湾中心の生活を続けたいと思っています。

入居して良かった事
台湾から沖縄に帰ってきた時、スタッフの歓迎に『わが家に帰って

きた』という温かみ、家庭的なホスピタリティを感じます。これが

一番良かったことですね。

また、帰国の目的である病院通院の手配や送迎をスタッフが親身に

なってやってくれることが嬉しいです。持病があるので心強いです。
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＊セカンドハウスのご利用について

CHECK


